
 

                                 
 

平成22年11月12日 

各    位 

会 社 名 ア ル テ ッ ク 株 式 会 社 
代 表 者 名 代 表取締役 社長  張 能  徳 博 
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特別損益の発生、並びに通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 
  当社は、平成22年11月期（平成21年12月１日～平成22年11月30日）において以下の特別損失及び特別利

益が発生する見込みとなりましたのでお知らせいたします。また、平成22年９月27日公表の平成22年11月期通

期の業績予想及び配当予想を下記の通り修正いたしましたので併せてお知らせいたします。 

 
1. 特別損益の発生及びその内容 

（１）特別損失 
  当社は、別途本日付で開示しました「和解による国際仲裁の解決に関するお知らせ」に記載のとおり、Michael 

Hörauf Maschinenfabrik GmbH＆CO.KG （以下、「ヘラフ社」と表記）が当社に対しフランスの ICC(国際商業

会議所)に申し立てていた仲裁裁判について、ヘラフ社との間で和解が成立しました。 
これにより、当社は解決金として2,800千ユーロ（約320百万円）を特別損失に計上する予定です。 

 
（２）特別利益 

当社は、平成22年11月12日の臨時取締役会において、役員報酬体系の見直しの一環として、年功的要素及び

報酬の後払い的要素が強い現在の役員退職慰労金制度、及び役員退職慰労金規程を廃止することを決議いたしまし

た。 
また、併せて役員退職慰労金の打ち切り支給をしないことを決議しております。このことから、役員退職慰労引

当金の戻入額として約130百万円を特別利益に計上する予定です。 
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2. 業績予想の修正について 

（１）平成22年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 1株当たり 

 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

20,500

百万円

450

百万円

350

百万円 

100 

 円 銭

5.24

今回修正予想（Ｂ） 20,500 450 450 10 0.52

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 100 △90 －

増減率（％） 0.0 0.0 28.6 △90.0 －

（ご参考）前期実績 

（平成21年11月期） 
22,182 536 238 △971 △50.88

 

（２）平成22年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 1株当たり 

 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

16,000

百万円

△570

百万円

△600

百万円 

△640 

 円 銭

△33.52

今回修正予想（Ｂ） 16,000 △570 △600 △850 △44.52

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 △210 －

増減率（％） 0.0   0.0 0.0 － －

（ご参考）前期実績 

（平成21年11月期） 
17,572 △381 △294 △1,379 △72.27

 

（３）修正の理由 

  平成22年11月期通期連結業績予想につきましては、上記「１. 特別損益の発生及びその内容」に記載の通り

特別損失及び特別利益を計上いたします。この結果、当期純利益は平成22年9月27日に公表した予想を下回る見

通しです。 

また、平成22年11月期通期個別業績予想につきましては、主に連結業績予想と同様の理由により、平成22年

9月27日に公表した予想を下回る見通しです。 
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３．配当予想の修正について 

（１）修正の内容 

 １株当たり配当金 

基 準 日 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 年  間 

前回予想 

（平成22年９月27日） 

円 銭

－

円 銭

－

円 銭

－

円 銭 

6.00 

 円 銭

6.00

今回修正予想 － － － 3.00 3.00

当期実績 － 0.00 －  

（ご参考）前期実績 

（平成21年11月期） 
－ 0.00 － 6.00 6.00

 

（２）修正の理由 

  当社は株主への継続的かつ安定的な利益還元を最優先課題とし、配当実施においては経営環境や収益状況を勘

案し都度決定してまいりました。今般、上記「２．業績予想の修正について」に記載のとおり、通期個別業績は

２期連続の当期純損失を計上する見込みであり、また、通期連結業績についても当期純利益が前回予想を大幅に

下回る見込みとなったことを受け、配当に関して慎重に検討を重ねた結果、期末配当予想を上記の通り修正させ

ていただくこととなりました。 

   

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今 

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 

 


